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有
賀
さ
ん
が
受
賞
し
た
生
食
向
け
の

「
根
茎
の
部
」
に
は
全
国
か
ら
１
１
５

点
が
出
品
さ
れ
、
色
や
形
な
ど
の
「
外

観
」
と
辛
み
や
う
ま
味
な
ど
の
「
食
味
」

の
観
点
か
ら
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

厳
し
い
条
件
の
中
、
県
内
初
の
最
高
賞

最
高
賞
を
長
野
県
の
生
産
者
が
受

賞
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
、
第
１

回
以
降
は
静
岡
県
の
生
産
者
が
独
占
し

て
い
ま
し
た
。
品
評
会
で
は
、
外
観
審

査
で
選
ば
れ
な
い
と
、
食
味
の
審
査
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
安
曇
野

は
、
夏
と
冬
の
寒
暖
差
が
激
し
い
こ
と

か
ら
ワ
サ
ビ
に
ス
ト
レ
ス
が
掛
か
り
、

成
長
す
る
と
曲
が
っ
た
り
く
び
れ
た
り

し
て
し
ま
い
、
外
観
審
査
で
は
苦
戦
を

強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
有

賀
さ
ん
は
「
そ
の
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
か

ら
、味
が
し
ま
る
。
安
曇
野
わ
さ
び
は
、

す
り
お
ろ
し
た
と
き
の
色
や
辛
み
が
絶

品
。
味
で
は
絶
対
に
負
け
ま
せ
ん
」
と

話
し
ま
す
。

ワ
サ
ビ
栽
培
を
継
い
で
20
年
、
最

初
は
品
評
会
に
は
興
味
が
な
か
っ
た
と

い
う
有
賀
さ
ん
で
す
が
、
入
賞
を
果
た

す
こ
と
で
話
題
に
な
り
、
安
曇
野
わ
さ

び
を
全
国
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
参
加
を
始
め
た
そ
う

で
、「
品
質
の
良
い
ワ
サ
ビ
を
多
く
の

人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

「
丸
掘
の
部
」
も
市
内
生
産
者
が
特
賞

ま
た
、
葉
か
ら
根
ま
で
全
体
を
審
査

す
る
漬
物
向
け
の
「
丸
堀
の
部
」
で
は

計
3
点
の
中
か
ら
、望
月
利と

し
ろ
う郎
さ
ん（
穂

高
）
が
特
賞
の
全
日
本
漬
物
連
合
会
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

問
三
農
政
課
生
産
振
興
係

（
77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）
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特
産｢

安
曇
野
わ
さ
び｣

が
日
本
一
に

ワ
サ
ビ
農
家
の
有
賀
均
ひ
と
し
さ
ん
（
穂
高
）
が
、
10
月
29
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た
「
第
28
回
全
国

わ
さ
び
品
評
会
」（
全
国
わ
さ
び
生
産
者
協
議
会
主
催
）
で
、
特
賞
の
最
高
賞
・
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「受賞できたのは、妻のサポートがあったおかげです」
と話す有賀均さんと「（均さんは）ワサビ栽培にすごく
熱心」とほほ笑む妻・佳子さん。

安曇野

日和
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●
仕
事
納
め　

12
月
27
日
（
金
）

午
後
5
時
15
分
ま
で

●
仕
事
始
め　

１
月
6
日
（
月
）
～

※
火
葬
の
予
約
や
戸
籍
の
届
け
出
は
、

年
末
年
始
の
間
も
各
総
合
支
所
で

受
け
付
け
ま
す
。
本
庁
舎
で
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

ご
み
収
集　

年
末
年
始
は
、
31
日
か

ら
１
月
5
日
ま
で
も
え
る
ご
み
の

収
集
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
集
積
所
に

ご
み
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
年

内
は
30
日
が
最
終
の
収
集
日
で
す
。

「
家
庭
ご
み
・
資
源
物
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
確
認
し
、
休
み
の
前
に
計

画
的
に
ご
み
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

し
尿
・
雑
排
水　

年
末
に
な
る
と
臨

時
の
申
し
込
み
が
多
く
な
り
ま
す
。

く
み
取
り
の
申
し
込
み
は
早
め
に

業
者
に
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
場
合
は

残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、

納
期
限
の
前
日
ま
で
に
残
高
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。
残
高
不
足
に
よ
り
振

替
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
1
月
16
日

（
木
）
に
再
振
替
と
な
り
ま
す
。

問
市
税
に
関
す
る
こ
と

　

豊
収
納
課

　
（
72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

水
道
・
下
水
道
使
用
料
に
関
す
る
こ
と

　

豊
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

　
（
72
・
４
３
３
３ 

72
・
４
４
０
０
）

下
水
道
受
益
者
負
担
金
に
関
す
る
こ
と

　

豊
下
水
道
課
維
持
管
理
担
当

　
（
72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
２
５
１
０
）

国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
こ
と

　

穂
市
民
課
国
保
年
金
担
当

　
（
82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

介
護
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

　

健
高
齢
者
介
護
課
介
護
保
険
係

　
（
81
・
１
６
３
６ 

81
・
０
７
０
３
）

市
内
を
走
る
デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
づ

み
ん
」
と
定
時
定
路
線
は
、
12
月
28
日

（
土
）
か
ら
1
月
5
日
（
日
）
ま
で
運

休
し
ま
す
。
運
休
期
間
中
は
予
約
受
付

も
休
み
に
な
り
ま
す
。

12
月
25
日
（
水
）
～

火
災
予
防
年
末
特
別
警
戒

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
火
災
が
多
発

す
る
時
期
で
す
。消
防
署
、消
防
団
で
は

12
月
25
日
か
ら
年
末
特
別
警
戒
を
行
い

ま
す
。
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は

一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け
て
新
し
い

年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

コ
ン
ロ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い
。
調
理
中
は
火
か
ら
目
を

離
さ
な
い　
　

た
き
火
は
水
バ
ケ
ツ
等
を
用
意
し
て

周
囲
に
燃
え
広
が
ら
な
い
よ
う
目
を

離
さ
な
い

「
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
」「
物
置
や
車
庫
な
ど
は
外
部

か
ら
簡
単
に
進
入
で
き
な
い
よ
う
に

鍵
を
か
け
る
」
な
ど
の
放
火
さ
れ
な

い
環
境
づ
く
り
を
す
る

火
気
を
使
う
際
は
、
細
心
の
注
意
を

払
い
、
火
の
用
心
に
努
め
る

問
堀
危
機
管
理
室
（
72
・
６
７
６
９
）

豊
科
消
防
署
（
72
・
３
１
４
５
）

穂
高
消
防
署
（
82
・
３
２
６
２
）

梓
川
消
防
署
（
78
・
２
０
９
０
）

明
科
消
防
署
（
62
・
２
９
９
２
）

年
末
年
始
ガ
イ
ド

市
役
所
は
、12
月
28
日
（
土
）
か
ら
１
月
５
日
（
日
）
ま
で
閉
庁
し
ま
す
。
新
年
は
、

１
月
６
日
（
月
）
か
ら
平
常
ど
お
り
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

市
内
の
主
な
施
設
の
年
末
年
始
の
休
業
日
は
左
表
（
３
ペ
ー
ジ
）
の
と
お
り
で
す
。

●
主
な
施
設
の
年
末
年
始
の
休
業
日

市
役
所
・
各
総
合
支
所
の

一
般
業
務

市
税
・
料
金
の
納
付

デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
づ
み
ん
」

ご
み
収
集
・
し
尿
・

雑
排
水
の
く
み
取
り

市
税
・
料
金
な
ど
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

年
末
年
始
は
何
か
と
慌
た
だ
し
く
、

金
融
機
関
も
年
末
年
始
休
業
に
入
り
ま

す
。
納
税
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。納
付
が
困
難
な
場
合
は
放
置
せ
ず
、

●固定資産税	 （３期）
●国民健康保険税	 （６期）
●後期高齢者医療保険料	 （９期）
●介護保険料	 （12月分）
●水道料金	 （穂高･三郷地域）
●下水道使用料	（豊科･堀金･明科地域）

＝納期限は12月25日（水）＝

12月の納期

名称 平成 25 年 12 月 平成 26 年１月
27日（金）28日（土）29日（日）30日（月）31日（火） 1日（水） 2日（木） 3日（金） 4日（土） 5日（日）

暮
ら
し

市役所･総合支所･各保健セン
ター・穂高健康支援センター

12/28 ～ 1/5　　　　
※住民票・印鑑証明書自動交付機も同じ

市夜間急病センター 12/29 ～ 1/3 1/5
穂高老人保健センター 12/30 ～ 1/3　　　　
豊科葬祭センター 12/31 ～ 1/3　　　　　　　　

穂高クリーンセンター

地域職業相談室 12/28 ～ 1/5　　　　

生
涯
学
習
・
交
流
等
施
設

穂高交流学習センター「みらい」

12/28 ～ 1/4

中央図書館（「みらい」内）
豊科交流学習センター「きぼう」
熊井啓記念館（「きぼう」内）
明科子どもと大人の交流学習館「ひまわり」
図書館（豊科・三郷･堀金･明科）
公民館
児童館 12/29 ～ 1/3 1/5
豊科ふれあいホール 12/28 ～ 1/ ５　　　　
市民活動センター「くるりん広場」 12/29 ～ 1/5　　　　　　　　
穂高鐘の鳴る丘集会所 12/1 ～ 3/31（冬季休館）
まちづくり会館（豊科）

12/29 ～ 1/3勤労者福祉センター（穂高）
三郷小倉多目的センター
自然体験センター「せせらぎ」

博
物
館
・
美
術
館
施
設

豊科郷土博物館 12/28 ～ 1/4豊科近代美術館
田淵行男記念館 12/27 ～ 1/4 ※ 27 日は展示替えのため臨時休館
飯沼飛行士記念館

12/28 ～ 1/4安曇野髙橋節郎記念美術館
貞享義民記念館
臼井吉見文学館
穂高郷土資料館 12/28 ～ 2/28（冬季休館）　　　　
穂高陶芸会館  12/26 ～ 2/28（冬季休館）
碌山公園研成ホール 12/29 ～ 1/3

体
育
施
設

豊科南社会体育館

12/28 ～ 1/4

豊科勤労者総合スポーツ施設
豊科武道館
豊科弓道場
穂高総合体育館（穂高会館）
三郷体育館（社会体育館）
三郷文化公園体育館
堀金総合体育館
堀金多目的屋内運動場（常念
ドーム）
明科体育館

名称 27日（金）28日（土）29日（日）30日（月）31日（火） 1日（水） 2日（木） 3日（金） 4日（土） 5日（日）

入
浴
・
体
験
・
加
工
施
設

あづみ野ガラス工房 12/16 ～ 1/15（配管工事のため休業）
ビレッジ安曇野 無休　※ 31 日と 1 日は風呂のみ午前 10 時 30 分～午後５時まで
プラザ安曇野  無休　※ 31 日は午後 4 時まで、1 日は午前 10 時～午後 4 時まで
温泉健康館穂高ヘルスハウス ※ 31 日は午後３時まで 1/1 ※ 2 日は午後 5 時まで
しゃくなげ荘 無休　※ 30 日午後６時まで、31 日午後３時まで、１日午前６時～午後３時、２日午後５時まで
ファインビュー室山

無休ほりでーゆ～四季の郷
保養センター長峰荘
湯多里山の神 ※ 31 日は午後４時まで 1/1
あづみ野ランド 12/30 ～ 1/4　　　　　　　　
天平の森 12/9 ～ 3/28（冬季休館）
三郷農村環境改善センター 12/29 ～ 1/3
旬の味ほりがね物産センター ※ 31 日は午前のみ 1/1 ～ 5Vif（ビフ）穂高
こねこねハウス ※ 30 日は午後２時まで、31 日は午前のみ
旬彩庵ふるや ※ 31 日は午後３時まで 1/1
あかしな夢いちば 12/28 ～ 1/5　　　　
とよしな旬彩市 12/30 ～ 1/5　　　　　　　　　　　　
三郷堆肥センター ※ 28 日は午後 3 時まで 12/29 ～ 1/5　　　　　　　　
観光情報センター 無休
天蚕センター 　　　　　　　　12/28 ～ 1/3　　　　

※ 30日は午前 8 時 30 分～正午、午後 1 時～4 時 30 分、
4 日は午前 11 時 30 分まで、両日可燃ごみのみ受付12/28・29・31、1/1～3・5
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を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
前
年
と
同
じ
で
も
申
告
は
必
要
？

Ａ
毎
年
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
資
産

の
多
少
・
金
額
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
該
当
す
る
資
産
は
す
べ
て
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
へ
の
課
税
は
申
告
に
基
づ

い
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
、

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
で
あ
る
小
型

特
殊
自
動
車
が
含
ま
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
回
、
償
却
資

産
の
課
税
対
象
を
見
直
す
た
め
、
小
型

特
殊
自
動
車
を
お
持
ち
と
思
わ
れ
る
対

象
者
に
は
申
告
用
紙
の
他
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
用
紙
を
同
封
し
、
発
送
し
ま
し

た
。
調
査
用
紙
は
、
申
告
書
と
と
も
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
中
に
給
与
（
課
税
対
象
の

手
当
も
含
む
）な
ど
を
支
払
っ
た
人
は
、

受
給
者
の
住
所
地
（
平
成
26
年
１
月
１

日
現
在
）
の
市
町
村
に
給
与
支
払
報
告

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
平
・
適
正
な
市
県
民
税
の
課
税
の
た

め
、
支
給
し
た
す
べ
て
の
給
与
等
に
つ

い
て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
営
業
、

農
業
、
不
動
産
所
得
の
あ
る
人
で
給
料

賃
金
、
雇
人
費
や
青
色
申
告
の
専
従
者

給
与
を
計
上
す
る
場
合
も
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
用
紙
は
税
務
署
お

よ
び
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
に
あ
り

ま
す
。

●
提
出
先　

市
民
税
課
給
報
担
当
ま
た

は
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
に
持
参

か
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限　

平
成
26
年
１
月
31
日（
金
）

※
提
出
を
お
願
い
す
る
郵
便
物
を
発
送

し
ま
し
た
。
届
か
な
い
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
豊
市
民
税
課
市
民
税
担
当

　
（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
で
存
在
す
る
家
屋
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
平
成
25
年
中
に
課
税
さ
れ
た
家

屋
を
一
部
分
で
も
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

床
面
積
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
場
合
に
は
、

平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
届
出
方
法　

各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

に
備
え
付
け
の
「
家
屋
取
り
壊
し
申
告

書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
資
産
税

課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

告
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

で
き
ま
す
。

償
却
資
産
、

家
屋
の
取
り
壊
し

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

豊
資
産
税
課
家
屋
担
当

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

新
し
く
取
得
さ
れ
た
原
動
機
付
自
転

車
や
現
在
お
持
ち
の
農
耕
作
業
車
・
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
で
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
の
付
い
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
市
の
窓
口
で
申
請
し
、
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
場
所　

各
総
合
支
所
地
域
支
援

課
地
域
担
当
※
本
庁
舎
で
は
手
続
き

が
で
き
ま
せ
ん
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ
農
耕
作
業
車
っ
て
何
？

Ａ
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
、
農
業
用
薬
剤
散

布
車
（
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
）、

刈
取
脱
穀
作
業
車
（
コ
ン
バ
イ
ン
）、

田
植
機
な
ど
の
う
ち
、
最
高
時
速
が

35
㌔
㍍
未
満
の
も
の
を
指
し
ま
す
。

Ｑ
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
は
軽
自
動
車

税
・
償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
ど

ち
ら
の
対
象
？

Ａ
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
構
内
運
搬
自
動

車
な
ど
の
う
ち
小
型
特
殊
自
動
車

は
、軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
で
す
。

償
却
資
産
で
の
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕

作
業
車
以
外
）
は
、
長
さ
4
・
7
㍍

以
下
か
つ
幅
1
・
7
㍍
以
下
か
つ
高

さ
2
・
8
㍍
以
下
で
最
高
時
速
が
15

㌔
㍍
以
下
の
車
両
で
す
。

Ｑ
畑
の
中
や
構
内
し
か
使
わ
な
く
て

も
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
必
要
？

Ａ
道
路
走
行
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
取
り
付
け
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
豊
市
民
税
課
諸
税
係

　
（
72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

資
産
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
民
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
資
産
も
家
屋
も
、
１
月
１
日
が
課
税
の
基
準
日
で
す

◎
提
出
・
届
け
出
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

原
動
機
付
自
転
車
・
農
耕
作
業

車
・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
を

お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

登
録
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は

お
早
め
に

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
と
は
、
会

社
や
個
人
事
業
主
が
、
事
業
の
た
め
に

使
用
し
て
い
る
土
地
・
家
屋
以
外
の
機

械
・
器
具
・
備
品
な
ど
を
指
し
ま
す
。

所
得
税
法
・
法
人
税
法
の
規
定
に
よ
る

所
得
の
計
算
上
、「
損
金
ま
た
は
必
要
な

経
費
」
に
算
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。

償
却
資
産
の
申
告
を

市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
の

所
有
状
況
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
（
地
方
税
法
第
３
８
３
条
）。

申
告
用
紙
を
12
月
上
旬
に
発
送
し
ま

す
。
期
限
間
近
に
な
る
と
窓
口
が
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
提
出
期
限　

平
成
26
年
１
月
31
日（
金
）

Ｑ
償
却
資
産
評
価
の
計
算
方
法
は
？

Ａ
取
得
価
額
か
ら
、
経
過
年
数
に
応
じ

て
減
価
を
し
て
計
算
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
申
告
用
紙
と
同
封
す
る
「
固

定
資
産
税
償
却
資
産
申
告
の
手
引
」

●具体的な償却資産の例
業種 主な償却資産

共通

外構（門・塀・フェンス・側溝）・舗装路面・緑
化設備（植え込み・庭園）・屋外照明電気設備・
受変電設備・自家発電設備・トレーラーハウス・
パソコン・コピー機・エアコン・テレビ・応接セット・
キャビネット・ロッカー・タイムレコーダ・机・
椅子・レジスター・金庫・看板・自動販売機など。
ただし、自動車税または軽自動車税の対象は除く

小売業 陳列棚・ケース・冷蔵庫・冷凍庫など
飲食業
宿泊業

カウンター・食卓・椅子・厨房設備・洗濯設備・
放送設備・音響設備・製氷機など

娯楽業 パチンコ台・パチスロ台・ゲーム機・両替機・カ
ラオケなど

理容・美容業 理美容椅子・洗面設備・タオル蒸器・ドライヤーなど
クリーニング業 洗濯機・脱水機・乾燥機・プレス・ミシンなど

印刷業 各種印刷機・活字盤鋳造機・裁断機など
医院・診療所 ベッド・医療機器など

建設業 ポンプ・コンクリートカッター・ブロックゲージ・
トランスショッパーなど

工場・作業所 旋盤・プレス機・金型・溶接機・洗浄給水設備など

自動車整備業・
ガソリン販売業

プレス・スチームクリーナー・オイルチェンジャ
ー・充電器・洗車機・コンプレッサー・ジャッキ・
溶接機・地下槽・ガソリン計量器など

不動産賃貸業 自転車置場・宅配ボックス・駐車装置・通信放送
機器・消火器など

農業・畜産

温室・わさび田用ハウス・ビニールハウス・耕う
ん機・もみすり機・乾燥機・高所作業機・サイロ・
給餌機・搾乳機など。トラクター・乗用装置付き
のコンバインなどの農耕作業車のうち、最高速度
が 35㌔㍍毎時以上のもの

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

よ
く
あ
る
質
問

小
型
特
殊
自
動
車
に
関
す
る
調
査

よ
く
あ
る
質
問

●手続きについて
手続き 必要なもの

登録

●所有者・使用者の印鑑
●車台番号の分かるもの
（石刷り、販売証明書または
廃車証明書など）

名義変更

●新旧所有者・使用者の印鑑
●ナンバープレート
●車台番号の分かるもの
（石刷り、譲渡証明書または
標識交付証明書など）

廃車
●所有者・使用者の印鑑
●ナンバープレート
●標識交付証明書（なくても可）

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の
（
11
月
20
日
発
行
）
176
号

●
７
ペ
ー
ジ　

教
育
指
導
室　

問
い
合
わ
せ
先

電
話
番
号

【
誤
】
62
・
０
１
１
３
㈹

【
正
】
62
・
０
１
３
３
㈹

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

申告（提出）には電子申告（e
エルタックス

LTAX）が利用できます

給与支払報告書の提出や償却資産の申告には、（一社）地方税電子化協議会が運営
するｅＬＴＡＸ（エルタックス）を利用して電子データでの提出ができます。オフ
ィスや会計事務所などのパソコンからインターネット経由で簡単に手続きを行うこ
とができ、複数の市町村への提出をまとめて一度に済ませることができます。

初めて利用する場合には事前に利用届け出の手続きが必要です。詳しくは、協議
会ホームページをご覧ください。（uhttp://www.eltax.jp/）
問（一社）地方税電子化協議会（40570・081459　全国一律市内通話料金）

給与支払報告書も
償却資産の申告も
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医療費控除

障害者控除

医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は
？

１　

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
を

　

保
管
し
ま
し
ょ
う

　

確
定
申
告
の
際
に
領
収
書
（
原
本
）

が
必
要
で
す
。
コ
ピ
ー
や
明
細
内
訳
書

の
み
で
は
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

２　

医
療
費
の
明
細
書
を
作
成
し
ま
す

明
細
書
を
右
ペ
ー
ジ
の
記
入
例
を
参

考
に
作
成
し
ま
す
。
医
療
費
控
除
額
の

計
算
方
法
の
流
れ
は
下
の
図
の
と
お
り

で
す
。

３　

確
定
申
告
書
を
作
成
し
、提
出
し
ま
す

「
25
年
分
医
療
費
の
明
細
書
」
を
、

封
筒
に
は
り
付
け
ま
す
。
封
筒
に
、
医

療
費
の
領
収
書
を
入
れ
、
確
定
申
告
書

と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
で
医
療
費
控
除
を
す

る
必
要
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
市

県
民
税
額
に
影
響
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
は
市
県
民
税
の
申
告
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
「
医
療
費
の
明
細
書
」
の
様
式
は
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。
ま
た
、
任
意
の
用
紙
に
記
入

し
て
提
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

領
収
書
を
入
れ
る
封
筒
は
所
定
の
も

の
で
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

●
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告

は
、
１
月
6
日
（
月
）
か
ら
最
寄
り

の
税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
豊
科
総
合
支
所
内
市
民
税
課

　
（
72･

３
１
１
１
㈹　

72･

８
３
４
０
）

※所得金額の合計が 2,300,000 円の場合の記入例です。

医
療
費
控
除
の
申
告
方
法

本
年
度
の
市
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
期
間
は
２
月
17
日
（
月
）
か
ら
３
月
17
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
申
告
期
間
の
終
了
が
間
近

に
な
る
と
、
相
談
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
今
か
ら
準
備
し
て
お
き
、
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
医
療
費
控
除
の
申
告
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

●明細書の記入方法
①１月１日から 12 月 31 日までの１年間に支払った医療費を、医療を受けた人ごと、

病院ごとに集計します。
②保険契約や健康保険で支給される給付金や高額療養費なども忘れずに記入します。
③支払った医療費、保険金などで補てんされる金額の合計額をそれぞれ計算します。
④明細書左下の計算式に当てはめて、医療費控除額を計算します。

おむつ使用証明書の発行

対象者認定書の交付

確定申告の際におむつ購入の領収書と一緒に「おむ
つ使用証明書」を添付することで、医療費控除が受け
られます。証明書の発行を希望する場合は、各総合支
所内市民福祉課にお問い合わせください。
●対象者　6 カ月以上寝たきり状態にある人。または同

様の状態と認められる人で医師がおむつの使用が必
要であると証明した人。

※初めて控除を受ける場合、おむつ使用証明書は、主
治医が作成し交付します。

※ 2 回目以降は、主治医意見書でおむつの必要性が確
認できる場合に市が発行する「主治医意見書の内容
確認をした書類」でも控除が受けられます。
問各総合支所内市民福祉課市民福祉担当

身体障害者に準ずる人などが確定申告または市県民
税申告時に所得控除を受けられる「障害者控除対象者
認定書」を交付します。なお、交付された「障害者控
除対象者認定書」の原本は大切に保管し、申告時には
提示か写しを添付してください。また、要介護３以上で、
すでに「障害者控除対象者認定書」により障害者控除
を受けている人の中には、特別障害者控除に該当する
場合もありますので、お問い合わせください。
●対象者　要介護認定を受けている年齢 65 歳以上で下

記の表にあてはまる人。
●申請方法　「障害者控除対象者認定申請書」に必要事

項を記入の上、各総合支所市民福祉課に提出してく
ださい。申請書は市ホームページからも入手できます。

※直近の認定調査票・主治医意見書などから日常生活
自立度で判断します。
問穂高齢者介護課介護支援係
（482･3131 ㈹ 681･1237）

状　態

障害者
控除

①要介護１以上の人
②日常生活を遂行する能力の中で、体幹

の機能障害があり全般的に不安定さが
見られ、生活の一部について部分的介
護を要する人

特別
障害者
控除

①要介護 3 以上の人
②日常生活活動の食事、排せつ、着替え

のいずれにおいても介護者の援助を全
面的に必要とし、１日中ベッドの上で
過ごす状態である人

●平成 25年 12 月 31 日現在の介護認定状況

●明細書の記入例 ※所得金額の合計が 2,300,000 円の場合の記入例です。●明細書の記入例

平成　　年分　医療費の明細書
この明細書は、申請書と
一緒に提出してください。

住所　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　

医療を受けた人 続柄 病院・薬局などの所在地・名称 控除の対象となる医療費の内訳 左のうち生命保険や社会保険
などで補填される金額治療内容・医療品名など 支払った医療費

合　　　　　　　　　　　　　　　計

※上の明細については、適宜の用紙に記載の上、同封して提出していただいても差し支えありません。

支払った医療費 （合計） A円 

保 険 金 な ど で
補填される金額 B円 

差引金額
（A－B）

（赤字の時は 0 円） C円 

所得金額の合計額 D円 

D× 0.05 （赤字の時は 0 円） E円 

Eと10万円のいずれか
少ない方の金額 F円 

医療費控除額
（C－F）

（最高200万円、赤字の時は0円） G円 

【控除額の計算】

�
�
�
�
�

申請書第一表の「所得金額」欄の合計を転記します。
（注）次の場合には、それぞれ次の金額を加算します。
　　・退職所得及び山林所得がある場合……その所得金額
　　・ほかに申告分離課税の所得がある場合……その所得

金額（特別控除前の金額）
なお、損失申告の場合には、申告書第四表（損失申告用）の
「4繰越損失を差し引く計算」欄の�の金額を転記します。

申請書第二表の「所得から差し引かれる金額
に関する事項」欄の医療費控除に転記します。

申請書第一表の「所得から差し引かれる金額」欄の
医療費控除に転記します。

�
�

�
�

※医療費の領収書をこの封筒に入れてください。
確定申告書、給与所得の源泉徴収票は、この封筒には入れないでください。

－ － ＝

生命保険契約などで支給される入院費給付金や、健康
保険などで支給される高額療養費などの金額です。

（注１）

●医療費控除額の計算方法

医
療
費
控
除
と
は
？

　

納
税
者
本
人
、
ま
た
は
本
人
と
生
計

を
一
に
す
る
親
族
に
掛
か
っ
た
医
療
費

を
、そ
の
納
税
者
が
支
払
っ
た
場
合
に
、

次
ペ
ー
ジ
の
計
算
方
法
に
よ
る
金
額
を

所
得
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
実
際
に
支
払
っ
た
医
療
費
や
、
医

療
費
控
除
額
が
戻
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

対
象
と
な
る
医
療
費
は
？

医
師
な
ど
に
よ
る
診
療
・
治
療
の
費

用
や
、
治
療
・
診
療
に
必
要
な
医
薬
品
、

医
療
用
器
具
の
購
入
費
な
ど
が
対
象
で

す
。
美
容
目
的
や
健
康
維
持
、
予
防
の

た
め
の
費
用
や
日
常
生
活
用
品
、
治
療

を
受
け
る
こ
と
と
直
接
関
係
し
な
い
も

の
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
対
象
に
な
ら
な
い
例
】

人
間
ド
ッ
ク
、
予
防
接
種
、
美
容
整

形
手
術
、
通
院
時
の
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど

１
年
間
に
支
払
っ
た

医
療
費
の
合
計
額

保
険
金
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
る
金
額
（
注
１
）

10
万
円
（
た
だ
し
、そ
の
年
の

所
得
の
合
計
額
が
２
０
０
万
円
未

満
の
人
は
、そ
の
金
額
の
５
％
）

医
療
費
控
除
額

（A） （B） （F） （G）

安曇　太郎

安曇野市豊科 4932-46
安曇　太郎

○○病院○○市○○

25

○○○ 87,000 0
154,000

250,000

250,000

2,300,000

190,000

115,000

100,000

90,000

60,000

60,000

60,000
A B

9,000 0
○○○
○○○

□□医院□□町□□
△△薬局△△市△△

安曇　花子
〃

本人
妻
〃

①
②

③

④

※記入しきれない場合は、「別紙
明細」と記入し、別紙は封筒
に入れてください。A・B に
は別紙分も含めた合計を記入
します。
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市職員（非常勤職員）を募集します
市では、平成 26 年 4 月から勤務する市職員 ( 非常勤職員 ) を次のとおり募集します。
●雇用期間　平成 26 年４月１日～平成 27 年 3 月 31 日　●募集人員　各職種とも若干名
●勤務条件　原則として午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分　

※職種により勤務時間や勤務条件、給与・賞与などの待遇が異なります。
問本人事課職員担当（471･2000 ㈹ 671･5155）

募集職種 資格など
賃金予定額（円） 問い合わせ

応募書類の提出先時給 日額 月額
一般事務（電話交換・
無線放送・受付・証
明発行等）

パソコン技能（基本操作・
ワード・エクセル等使用） 830 6,440 ― 〒 399‐8205　豊科 4932 番地 46

本庁舎内人事課職員担当
（471・2000 ㈹ 671・5155）

嘱託登記事務
パソコン技能（基本操作・
ワード・エクセル等使用）
登記事務経験者 ― ― 155,700

レセプト点検員 要職種資格 930 ― ―
〒 399‐8303　穂高 6658 番地
穂高総合支所内市民課国保年金担当
（482・3131 ㈹ 682・6622）

介護認定調査員 経験者優遇 ― 8,000 166,900
～ 172,200

高齢者介護課介護支援係
（482・3131 ㈹ 681・1237）

障害程度区分認定
調査員 要職種資格 1,000 ― ―

〒 399‐8303　穂高 9181 番地　
穂高健康支援センター内

社会福祉課障害福祉担当
（481・1622 ㈹ 681・0703）

社会就労センター
指導員 普通自動車運転免許 ― 6,960 ― 社会福祉課生活保護担当

（481・1622 ㈹ 681・0703）

保育士 要職種資格 960 7,400 161,600
～ 166,900

児童保育課保育係
（481・0728 681・0703）看護師 要職種資格 1,060 8,200 175,600

保育補助 経験者優遇 830 ― ―

家庭児童相談員
要職種資格 ― 7,400 ― 児童保育課児童係

（481・0727 681・0703）女性相談員

保健師 要職種資格 1,060 ― 182,400 健康推進課保健予防担当
（481・0726 681・0703）

教育委員会関係

学校等事務 パソコン技能（基本操作・
ワード・エクセル等使用） 830 6,440 166,900

〒 399‐7102
明科中川手 2914 番地 1

教育委員会学校教育課　
（462・0133 662・5721）

学校図書司書 要職種資格 890 6,880 144,500

学校庁務員 普通自動車運転免許 ― 6,200 ―

幼稚園教諭 要職種資格 960 7,400 161,600
～ 166,900

一般事務（博物館等
の受付・管理事務）

パソコン技能（基本操作・
ワード・エクセル等使用） 830 6,440 ― 教育委員会文化課

（462・3090 662・3525）
学芸員 要職種資格 ― ― 166,900

図書館司書 要職種資格 890 6,880 144,500

〒 399‐8303　穂高 6765 番地 2
穂高交流学習センター「みらい」内
教育委員会文化課図書館係

（484・0111 682・0966）

栄養士（学校給食） 要職種資格 ― ― 155,700 〒 399‐8201　豊科南穂高2661番地1
中部学校給食センター

（472・2674 672・1466）
学校給食調理員・
学校給食調理士

調理・厨房機器取扱経験、
対応可能な人 860 ― 135,600

職 の員 募 集

勤
務
で
き
る
場
合
な
ど

●
制
度　

選
挙
事
務
、
納
税
通
知
書
・

納
付
書
・
保
険
証
な
ど
の
発
送
や
準

備
な
ど
で
雇
用
の
必
要
が
発
生
し
た

場
合
に
、
登
録
者
の
中
か
ら
勤
務
を

お
願
い
し
ま
す
。

平
成
24
年
度　

非
常
勤
（
臨
時
）

職
員
の
給
与
等
の
状
況

　

市
の
非
常
勤
職
員
、
臨
時
職
員
の
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
部
署
別
人
数

な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
人
事
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
職
員
数
や
給
与
な
ど
の
状
況
は
、

10
月
23
日
発
行
号
に
掲
載

●
申
し
込
み　

12
月
9
日
（
月
）
～
20

日
（
金
）
土
・
日
を
除
く
、
午
前
8

時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

●
応
募
方
法　

申
込
書
を
人
事
課
・
各

総
合
支
所
地
域
支
援
課
窓
口
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
各
担
当
窓
口

に
持
参
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
課
題　

次
の
い
ず
れ
か
を
希
望
す
る

場
合
は
、
課
題
作
文
を
Ａ
4
サ
イ
ズ

の
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
2
枚
以

内
に
ま
と
め
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
一
般
事
務
・
学
校
事
務
・
学
校
庁

務
員
・
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
指
導
員

（
新
規
応
募
者
）　

課
題
「
市
役
所
職

員
と
し
て
働
く
上
で
、
大
切
だ
と
思

う
こ
と
」
▽
家
庭
児
童
相
談
員
・
女

性
相
談
員　

課
題
「
児
童
（
ま
た
は

女
性
）
相
談
に
対
応
す
る
上
で
、
大

切
だ
と
思
う
こ
と
」

●
選
考
方
法　

平
成
26
年
１
月
を
め
ど

に
、
各
担
当
課
で
面
接
な
ど
を
行
い

ま
す
。

※
一
般
事
務
の
面
接
は
、
１
月
14
日

（
火
）（
予
備
日
15
日
）
を
予
定

短
期
雇
用
登
録
も
随
時
受
付
中

非
常
勤
職
員
（
短
期
雇
用
）
登
録
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
対
象　

年
間
を
通
し
て
の
勤
務
は
で

き
な
い
が
、
短
時
間
（
期
間
）
な
ら

区分 23 年 24 年 25 年
合計 643 701 693

区分 22 年度 23 年度 24 年度
賃金（Ａ） 1,173,100 1,247,540 1,268,976

社会保険料等事業
主負担金額（Ｂ） 146,954 160,389 170,682

合計（Ａ＋Ｂ） 1,320,054 1,407,929 1,439,658

※代替登録職員等の各課管理の職員を除きます。
※いずれも 4 月 1 日現在の人数です。

●非常勤（臨時）職員数（単位：人）

●賃金等の決算の状況（単位：千円）

名称 内容 日時・場所 定員・料金 申し込み 
問い合わせ

広報力ステップア
ップセミナー
第３回「団体のブ
ランディング」

NPO 法人や市民活動団体を対象
に、共感・信頼され、より良い活
動にステップアップできるように
セミナーを開催します。元電通の
林直樹さんが、団体のブランディ
ング（ブランド構築）について話
します。

日：12月14日（土）
10：00～16：00

場：市民活動セン
ター「くるりん
広場」

費：2,000 円
定：30 人

申：地域活動応援チー
ム  えんのわ事務局

　（4050・3639・23
88 687・3005）

第 3回
ハートバリアフリ
ーコンサート

自閉症の人をはじめ全ての皆さん
が安心して音楽を楽しめる心通う
コンサートです。女声合唱団アン
サンブル　ヴィ・ヴォーチェによ
る、クリスマスソングをお楽しみ
ください。

日：12月21日（土）
14：30～

場：穂高交流学習
センター「みら
い」多目的交流
ホール

費：1,000 円
対：一般

申：ＮＰＯ法人ＫＵ
ＭＯＩ　細野さん

（4684・4050
mkumoi@bz03.
plala.or.jp）

第 41回安曇野
デッサン研究会

絵画や彫刻を趣味とする人が、人
体の造形表現を自由に追及するこ
とができるデッサン会です。絵画
表現と立体表現の２組に分かれて
行います、裸婦デッサン未経験者
の参加も歓迎します。

日：1 月 4 日（土）
～ 6 日（月）
9：30～16：45
※ 4 日は、準備
のため早めに集
合してください。

場：碌山公園研成
ホール

費：3日間参加7,000円・
　2日間参加5,000円・
　1日参加　3,000円

持：《絵画表現》木炭・絵
画等の用具、イーゼル
など《立体表現》彫塑
用具、粘土、彫塑台な
ど。画材は、会場でも
販売します。

申：不要。当日会場で
受け付けます。

問：安曇野デッサン研
究会事務局　高野博
さん（477・2242）

各種情報 日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー
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新春ライアーギャラリー
コンサート

ライアー奏者・池
いけすえ

末みゆきさんによる
コンサートを開催します。髙橋節郎が螺

ら

鈿
でん

装飾を施した小型の竪琴・ライアーを
使用して演奏します。冬の一日に心温ま
る、美しく繊細な音色をお楽しみくださ
い。
日１月 11 日（土）14：00 ～ 15：30（13：

30 ～受付）
場記念美術館　展示室
費一般 400 円、高校・大学生 300 円、

小中学生・70 歳以上・障害者手帳を
お持ちの人と付き添い者１人・美術館
友の会会員は無料

定 50 人（先着順、要電話予約）
※未就学児はご遠慮願います。

申 12 月 10 日（火）から１月 10 日（金）
までの開館日に、電話でお申し込みく
ださい。（受付時間9：00～17：00）

第 45回日展　工芸美術
長野県入選者展

髙橋節郎が作品の発表の場とした日
展は、本年で 45 回目を迎え、全国の芸
術家が出品を目指しています。この展覧
会の工芸美術の部に入選した県内在住
の作家の作品を紹介します。
期 12 月17 日（火）～ 3 月 9 日（日）
時 9：00 ～ 16：00（3 月は 17：00 まで）
場記念美術館ギャラリー
休館日　月曜日（祝日の場合、開館）、

祝日の翌日、年末年始
費無料（髙橋節郎の展示室は有料）

お話とジャズの音色を楽しむ 12 月の
ひととき。大勢の皆さんの参加をお待ち
しています。
日 12 月14 日（土）13：30 ～ 15：00
場明科子どもと大人の交流学習館「ひま

わり」ハーモニーホール
対小中学生、一般。幼児は保護者の人

と一緒に参加してください
講出演▷おはなしカーニバル・ひばりの

会▷四葉のクローバー▷モダン・デュ
ークス

費無料　定 60 人　申不要

初心者でも気楽に粘土に触れ、小学
生から大人まで誰でも創作体験ができる
講座です。12 月の創作テーマは「自刻像」
です。
日 12月15日（日）13：00～16：00
費 500 円（粘土・焼成代含む）
定 20 人
講細萱美

み ほ と

穂人さん
場碌山公園研成ホール研修室Ⅱ
申 12 日 14 日（土）までに電話か窓口

でお申し込みください。（水曜日は休館）

安曇野髙橋節郎記念美術館
問安曇野髙橋節郎記念美術館　481・3030 682・0551

豊科女性研修センター
みそ加工リーダー養成研修会
問豊産業建設課地域振興担当
472･3111 ㈹ 672･8340

明科図書館
お話とジャズのクリスマス会
問明科図書館　462･1122

碌山公園研成ホール美術講座
テラコッタに触れよう④

問碌山公園研成ホール　482･0769

無理なく足腰を鍛え、体力・筋力アッ
プを目指します。
対市内在住の 65 歳以上の人
内膝痛・腰痛予防や体力アップに効果

的な体操、体力測定、口
こうくう

腔に関する
相談など

場▷明科総合福祉センターあいりす
期 1 月 9 日～ 3 月 13 日（いずれも
木曜日）時 13：30 ～ 15：00

▷三郷公民館
期 1 月 10 日～ 3 月 14 日（いずれ
も金曜日）時 13：00 ～ 14：30

▷堀金総合体育館
期 1 月 20 日～ 3 月 17 日（いずれ
も月曜日）時 10：00 ～ 11：30

費 460 円（傷害保険料）
定各会場 20 人（先着順）
申 12 月 11 日（水）8：30 から電話で

受け付けます。参加者には後日、日
程等、詳細資料をお送りします。

新春さわやか元旦マラソン
１年の幕開けにマラソンをしてさわや

かに過ごしませんか！
２㌔、３㌔、５㌔のコースの中から自

分に適した距離を選び、自分のペースで
走ります。
日１月１日（水）集合 10：30、スター

ト 11：00
場堀金多目的屋内運動場「常念ドーム」
費無料
申不要。当日、常念ドームへお集まりく

ださい。

第８回
ファミリースポーツレストラン

誰でも気軽にできる軽スポーツを家族
で楽しむイベントです。冬場の運動不足
解消におすすめです。
日１月19日（日）9：00 ～正午ごろ（受

付　午前８：45 ～）
場堀金総合体育館
対参加単位　大人（中学生以上）と子

ども（小学生以下）のチーム
費１チーム 500 円（スポネット常念会

員のいるチームは 300 円）
申１月 10 日（金）までに堀金総合体

育館窓口で申し込み用紙に記入の上、
参加費を添えてお申し込みください。

松本地域において松くい虫による松枯
れの被害が拡大しています。大切な松を
守るため、県主催による「樹幹注入講習
会」が開催されます。どなたでも参加自由
です。暖かい服装でご参加ください。
日 12月12日（木）10：00～11：30
場ほりでーゆ～四季の郷会議室、キャ

ンプ場
内▷松くい虫被害発生のメカニズム▷被

害状況と被害対策▷松くい虫防除薬
剤と取扱い上の留意点▷樹幹注入の
方法（実演）

申不要

この研修会を受講し、加工機器の適
正な使用方法と、正しい加工技術を習
得すると、加工リーダーとして登録さ
れます。グループにリーダーが１人い
れば、女性研修センターを使って味噌
加工をすることができます。
日▷１月14日（火）12：30～16：00

▷ 15 日（水）９：00 ～ 16：00
▷ 16 日（木）９：00 ～ 11：00

場豊科女性研修センター
対市内在住で３日間受講できる人
定 15 人（先着順）
持エプロン、三角きん、筆記用具、昼食、

作業しやすい服装
費無料
申 12 月９日（月）から 13 日（金）ま

での間に、電話でお申し込みくださ
い。（受付時間 9：00 ～ 17：00）

スポネット常念
問堀金総合体育館内スポネット常念事 
　務局 4672・6340

松くい虫防除対策樹幹注入講習会
問三耕地林務課林務担当
477・3111 ㈹ 677・6060

足腰らくらく体操教室
問健高齢者介護課介護予防係
481・0732 681・0703

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

Information Box

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順）　資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
服服装　問問い合わせ

募集・催し

松本駅お城口広場
さわやか空気思いやりエリア

NHK海外たすけあい募金にご協力ください

緑のカーテンコンテスト受賞作品発表

　松本市では、受動喫煙防止対策の
一環として 12 月 1 日から松本駅お
城口広場を「さわやか空気思いやり
エリア」に設定しました。松本駅お
城口広場を利用される安曇野市民の
皆さんのご協力をお願いします。
問松本市役所健康づくり課

（434・3217）

日本赤十字社では、毎年 NHK 等と共催で「NHK 海外たすけあい
募金」を行っています。集められた寄附は、世界各地の紛争や自然災
害等による犠牲者の緊急救援などの事業に役立てられています。市内
でも街頭募金を行いますので、ご協力ください。
●日程　▷ 12 月 11 日（水）午後１時 30 分～ 3 時 30 分　ザ・ビッグ

穂高店前　▷ 12 日（木）午後 3 時～ 5 時　イオン豊科店前　▷ 17
日（火）午前 10 時～正午　明科あやめシティー前

問日赤安曇野市地区事務局（社会福祉課内）
（481・0716 681・0703）

子どもから高齢者まで、参加自由です

前回コンサートでライアーを演奏する
池末さん

昨年の展示の様子

　市では、緑のカーテンコンテストを開催し、10 月の環境フェアで審査を行いました。19 点の応募の中から、
次の皆さんが受賞しました。市ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

問穂生活環境課環境基本計画推進係（482・3131 ㈹ 682・6622）

最優秀賞　井
い は ら

原恵
け い こ

子さん
「涼しい風と安らぎを与えてくれる
グリーンカーテン」

優秀賞　嶋
し ま づ

津登
と み こ

美子さん
「花と食べて楽しむ緑のカーテン」

優秀賞　丸山志
し が こ

賀子さん
「土蔵の日よけ」

豊 教育委員会事務局（旧明科公民館内）教
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市道
豊建設課維持担当

（472・3111 ㈹ 672・3569）
国道 19 号

長野国道事務所松本国道出張所
	 （425・5752）
国道 147・403 号　県道

安曇野建設事務所	（472・8880）
国道 143 号

松本建設事務所	 （447・7800）

10㌢

5

0㌢

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（ 34・2515）まで

●
除
雪
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

除
雪
作
業
は
、
大
型
除
雪
車
で
行
う
た

め
、
や
む
を
得
ず
玄
関
や
車
庫
の
前
な
ど

に
雪
を
寄
せ
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

玄
関
先
な
ど
へ
寄
せ
ら
れ
た
雪
の
除
雪

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
協
力
し
て
身
近
な
道
路
の
除
雪
を

市
で
除
雪
で
き
な
い
身
近
な
生
活
道
路

や
歩
道
、
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
な
ど
の

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
路
上
駐
車
は
し
な
い

除
雪
車
の
ほ
か
、
救
急
車
・
消
防
車
の

活
動
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
路
上
駐

車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
道
路
や
水
路
に
雪
を
捨
て
な
い

除
雪
し
た
雪
を
道
路
に
出
す
と
、
道
幅

が
狭
く
な
り
、
通
行
の
支
障
や
交
通
事
故

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
水
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
水
路
へ
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。

●
作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い

除
雪
作
業
中
は
事
故
な
ど
が
起
き
な
い

よ
う
最
善
の
注
意
を
払
い
ま
す
が
、
危
険

で
す
の
で
除
雪
車
へ
の
接
近
や
無
理
な
追

い
越
し
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
凍
結
防
止
剤
の
散
布

各
区
に
凍
結
防
止
剤
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
生
活
道
路
や
歩
道
な
ど
へ
の
散
布
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
昨
年
度
の
実
績

昨
年
度
、
市
で
は
１
０
０
台
の
建
設
機

械
・
ト
ラ
ク
タ
ー
等
に
よ
り
、
延
長
約
８

６
３
㌔
㍍
（
市
道
総
延
長
１
６
８
６
㌔
㍍

の
52
㌫
）
の
市
道
を
除
雪
し
ま
し
た
。
延

べ
２
２
３
３
時
間
の
除
雪
作
業
、
４
４
５

時
間
の
凍
結
防
止
剤
散
布
作
業
に
出
動

し
、
約
９
１
６
０
万
円
の
除
雪
関
連
事
業

費
を
支
出
し
ま
し
た
。

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
ま
す

市
道･
国
道･

県
道
の
除
雪
に
ご
協
力
を

市
で
は
、
幹
線
道
路
、
通
学
路
な
ど
を
優
先
し
て
除
雪
車
に
よ
る
作
業
を
行
い
ま
す
。
交
通
量
の
多
い
日
中
は
避
け
、

主
に
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
雪
や
明
け
方
に
降
っ
た
雪
は
通
勤
・
通
学
時
ま
で
に
除
雪
が

終
わ
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除雪の問い合わせ

市
で
行
う
除
雪
の
目
安

　

積
雪
が
10
㌢
以
上
に
な
る
と

　

除
雪
車
が
出
動
し
ま
す


